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福知山市教育委員会 

 

 
 



１ 開会の日時   平成２５年４月２３日（火） 

              午後１時３０分 

 

２ 閉会の日時   平成２５年４月２３日（火） 

              午後３時１０分 

 

３ 招集の場所   ６０１会議室 

 

４ 出席委員の氏名 倉橋  德彦 

瀨田 眞澄 

大槻 豊子 

塩見 佳扶子 

     荒 木  德 尚 

 

５ 会議規則第４条により列席したもの 

    教 育 部 長 大 柿 日出樹 

      教 育 委 員 会 事 務 局 理 事 坂本  幸彦 

次 長 兼 教 育 総 務 課 長 池 田   聡 

     教 育 総 務 課 参 事  眞 下 誠 

次 長 兼 学 校 教 育 課 長 芦 田 誠 

学 校 教 育 課 参 事 森 山  真 

次 長 兼 生 涯 学 習 課 長 和 田  大 顕 

    学 校 給 食 セ ン タ ー 所 長 芦 田 收 

      中 央 公 民 館 長 田 中  久 志 

     図 書 館 中 央 館 長 塩 見  英 世 

  

 

６ 福知山市教育委員会会議規則第１５条による会議録作成者 

     次 長 兼 教 育 総 務 課 長  池 田   聡 



７ 議事及び議題 

   別添のとおり 

 

８ 質問討議の概要 

        

   別紙会議録のとおり 

 

９ 決議事項 

 

   な  し 

 

 

福知山市教育委員会会議規則第１５条により署名する者 

 
 

  平成  年  月  日 

 

    福知山市教育委員会 委員長 

 

 

    福知山市教育委員会 委 員 

 

 

    福知山市教育委員会 委 員 

 

 

    福知山市教育委員会 委 員 

 

 

    福知山市教育委員会 委 員 

   

 

    教育委員会会議調製者 教育部長 



教 育 委 員 会 会 議 録 
 

 

１．開会 

  倉橋委員長が開会を宣告。 

 

２．会議録の確認 

   ３月定例教育委員会会議録及び４月臨時教育委員会会議録について、全委員異議な

く承認されました。 

 

３．教育長報告 

  荒木教育長から以下の報告がありました。 

（１）「福知山市教育振興プラン」について 

    現在、本市において教育振興プランは策定されていません。市長部局の「第

５次福知山市総合計画」のなかで教育に関する目標が掲げられていますがそ

こで策定される内容が「福知山市教育振興プラン」と重ねられるように一体

的に捉えて、策定を考えていきたいと思います。 

 

（２）「発達支援センター」建設に向けた関係各課との連携について 

    本市教育委員会で力を入れている取り組みの一つは「特別支援教育」であ

ります。いろんな障害のある子どもに対応できる学校、学級、授業をつくる

ためには、子どもの課題によりそう授業をつくる工夫や発想が必要となりま

す。これまでシームレス学園構想をすすめてきましたが、この取り組みの背

景には発達障害のある子どもの幼児から就労までをつなぐシステムづくり

が既に進められていたことによります。この取り組みとつなげて進めていき

たいと思います。 

 

（３）学校給食センターについて 

    新学校給食センターが始動しました。このセンターにはアレルギー対策室

が設けられアレルギー対策への期待も高いと思います。しかしながら、あら

ゆるアレルギー問題に対応するには、人や費用を要し、非常に困難なことで

す。わが子の食、わが子の育成については、親が責任を持つ姿勢が大切です。

献立をみて、アレルギーにかかわる食材の判断を親が責任をもって行い、学

校への連絡をしていただきたいと思います。     

 

   （４）中央図書館について 

       日本に一つしかない図書館をつくりたいと思います。特色ある図書館づく

りをすすめていきたいと考えています。 

 

   （５）職務遂行上の留意 

       教育委員会事務局の組織力を高めていかなければならないと思います。行

政は縦割りになりがちです。業務間で生じる狭間に対し、連携、協力を徹底



し、情報を常に発信し、課題認識の共有に努めなければならないと思います。 

 

   （６）教育委員会制度等の在り方について 

       第２次安倍内閣の発足により教育委員会の問題がとりあげられました。市

長による教育長の任免、罷免がとりざたされ、そこに世間の目が向いていま

す。 

      しかし、「教育委員会制度等の在り方について」（第２次提言）のなかには、

コミュニティ・スクールや学校支援地域本部の設置につとめ地域の意見を学

校運営に反映させていくことや、教職員の人事など大きな問題がそこにはあ

ります。それを見落とさないようにしなければなりません。また、一番の問

題は教育委員会の委員さんをどうするかということです。教育委員の中立性、

安定性、継続性の確保から市長が変わるたびに教育長も変わったり教育方針

が変わったりすると混乱がおこりかねません。教育委員会側からは中立性の

確保が保たれなくなることを危惧する声がある一方で、全国の知事、市長は、

「教育委員会制度等に関する意見」で、一定の評価をしながら、首長による

教育長の任命・罷免権と指揮監督権を一体のものとして認めるべきことに言

及しています。今後、揺れ動きながら、スピード感をもってすすめられてい

くものと思われますので注視していかなければなりません。 

 

    （７）いじめの調査について 

       昨年発表された調査結果が全国、また府内でばらばらのものでありました。

この状況をうけ、府教育委員会からもう一度調査内容が提示され、調査する

ことの申し出がありました。本市では、最初から子どもの主観に立ったいじ

めの実態調査を行っているため、再度提示された内容の調査は拒み、２回目

も同じ内容で調査は行いました。このたび試行として実施された２回目の調

査の結果がでましたが、おおよそ２９，０００件でありました。第１回目は

府全体で８，１１０件の報告数でしかなかったのに、いじめの定義のとおり

やれば本市の最初の調査結果の報告数は正しいものでありました。 

       府教育委員会は、今年度２回、調査を実施する予定です。私は１回でよい

と言っています。現在進行形でいじめられている子どもにはこのアンケート

では対応できないと思うからであります。 

しかしこの調査について大きな流れだけはしっかり理解しておいてほし

いと思います。 

 

倉橋委員長   教育長の報告にかかわって質問があればお願いします。 

 

瀨田委員    給食において、学校現場ではアレルギーのある子どもについて、そのク

ラス全体にその子のアレルギーについて知らせ、簡単に給食を分け合った

りすることはダメだということは伝えないのですか。プライバシーの問題

であるからされないのですか。 

 

塩見委員    命にかかわる問題であるので、給食指導として保護者の了解のもと行い

ます。保護者から公表してほしくない旨の申し出がある場合は教師が注意



します。 

 

荒木教育長   アレルギーのある子のトレーの色を変えて分かるようにした場合、担任

が間違えることはなく命を守ることはできますが、子どもは違和感をもつ

ことになるのかもしれません。ラップをかける、弁当を持ってくるなど他

の子と同じことができないということが起こってきます。しかし、どの子

も違ってよいということを認めあう人権教育をしていかなければなりま

せん。 

 

瀨田委員    一定は理解します。アレルギーのある子について、クラス全体に教えて

みんなで注意していくことが大事だとも思います。保護者の了解を得てか

らクラスに知らせるのは逆ではないかとも思います。みんなに知らせて、

みんなに理解をさせることが、一つの考え方としてはよいのではないでし

ょうか。 

 

大槻委員    小さい時から子どもに言い聞かせて自覚を持たせることが大事だと思

います。実際に娘のクラスにアレルギーをもつ子どもがおられました。そ

の子は、お弁当を持参しそれを食べていましたが、給食を食べている周り

の子どもたちが「おいしい」と言って食べている様子にストレスを感じ、

学校へ行きにくくなった事実がありました。こういった状況を気づかって、

子どもたちがおいしい給食を「おいしい」と言えなくなることも問題があ

り、難しさを感じます。 

 

荒木教育長   自分の食を選択する能力を持つこと、これも食育の大事な目的の一つで

あると思います。 

 

倉橋委員長   様々な視点からの検討が必要であり、このアレルギーの問題は大事であ

ることを認識し、今後継続して議論をしていきたいと思います。 

 

塩見委員    栄養教諭の職務内容の整理が必要です。栄養教諭は、教諭であるため対

児童生徒への指導をしていかなければなりません。そのために栄養職員と

の明確な区別をし、教諭としての業務を行わせることが重要であると考え

ます。 

 

倉橋委員長   他に質問はありませんか。なければ教育委員会制度についてご質問あり

ませんか。 

 

瀨田委員    教育委員会制度の改正について意見具申の組織化等の動きはないので

すか。 

 

荒木教育長   校長会や全国小学校連合校長会などの組織であげていく方法や、教育委

員会サイドであれば中丹・府教委、府下の都市教育長会議などの組織を通

してあげていく方法が考えられます。 



 

倉橋委員長   今のところはそういう動きはでていないということですか。 

 

瀨田委員    一定の意見表明はされてもよいと思います。 

 

倉橋委員長   今後とも動向に注目していきたいと思います。 

他にありませんか。それでは、いじめの調査について、何かありません

か。 

特になければ、教育長の報告については終わります。 

     

４．報告事項 

 （１）教育長決裁による後援承認事項について 

  外賀教育総務課長補佐  ～資料により報告～ 

            №１ 「第１回動物写生大会ＩＮ三段池」 

№２ 「第３５回全日本クラブ男子ソフトボール選手権大会近

畿 予選大会」 

                       №３ 「第５７回西日本銃剣道選手権大会」 

             №４ 「平成２５年度福知山市文化祭第５６回市民俳句大会」 

 

倉橋委員長   質問等ありますか。 

  

荒木教育長   西日本銃剣道選手権大会は初めてなのですか。 

 

和田次長兼生涯学習課長  

開催は５７回目ですが、福知山が会場となったのは初めてであります。 

 

 （２）福知山市立の小学校及び中学校の副校長の専決等に関する規程 

  芦田学校教育課長 ～資料により報告～ 

 

倉橋委員長  内容に関わってご質問ありますか。 

 

全委員    特になし。 

 

（３）福知山市就学指導委員会に関する要綱の改正 

  芦田次長兼学校教育課長 ～資料により報告～ 

 

倉橋委員長  この要綱についてご質問ありますか。 

 

全委員    特になし。 

 

 

５．閉会 

  倉橋委員長が閉会を宣告。 


